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は
本
論
文
に
於
て
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C 
1)

統
訊
が
動
態
經
濟
现
諭
の
研
究
に
對
し
て
11
要
な
る
意
義
を
有
す
る
事
を
指

.摘
し
、(

ニ)

景
氣
變
動
现
論
に 

就
て
統
計
は
第
一
、
間
脰
を
提
供
す
る
ト
：に
、
第
ニ
、
種
々
な
る
經
濟
現
象
を
比
較
す
る
上
に
，
其
の

.効
果
を
發
揮
す
る
所
以
を
述
べ
、

0

5
 

間
題
の
提
供
€
し
て
、
現
今
採
用
せ
ら
る
る
統

.計
的
方
法
を
假
定
的
數
字
を
以
て
示
し
,t

拙
論
っ
時
問
級
數
の
分
析
し
ハ
本
雜
詰
第
一
一
十
三
卷
九 

號
參
照)

：

)

經
濟
現
象
の
比
較
に
關
し
て
は
、(

ィ〕

振
幅
の
测
定
に
就
て
、
標
準
偏
倚
、(

ロ〕

時
問

'的
關
係
に
は
て
、
相
關
係
数
を
以
て
す
る
事 

を
述
べ
る
。(

四〕

標
準
徧
倚
は
、

一
經
濟
現
象
が
他
の
經
濟
現
象
に
比
し
て
、
よ
り
大
な
る
、
或
は
よ
い
少
な
る
變
動
を
示
す
か
を
平
均
的
に 

決
定
す
る
客
觀
的
尺
度
で
あ
っ
て
、
之
を
採
川
す
る
に
就
て
の
制
限
的
祺
項
、
並
に
實
例
を
示
す
。C

五

d相
關
係
数
は
、
時
問
的
に
、
ニ
個
の 

現
象
の
符
合
す
る
程
度
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
往
々
に
し
て
一
派
の
现
論
家
は

:1
|
:ハ
の
符
合
す
る
程
度
の
高
ぃ
事
の
み
を
以
て
、
原
因
結
泶 

の
關
保
を
說
き
表
は
そ
ぅ
ミ
す
る
も
の
が
あ
る
0如
斯
は
现
論
的
研
究
に
對
す
る
統
計
の
濫
用
な
る
事
を
明
に
す
る
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物
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を
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し
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種
の
現
象
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關
度
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本
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の
，起
草
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就
て
、
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一
邊
敎
授
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懇
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な
る
指
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事
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す
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る
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奇
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し
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其
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か

る

事

實

よ
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來
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做

す

所

の

結

果

が
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^
右

の

原

因

の

み

よ
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來

る
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し

て
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蓋
し
統
計
學
は
畢
竟
す
：る
、所
、
計
箅
の
科
學
で
.あ
る
'0

大
量
：の
數
字
、.
部
類
別
^
表
し
れ
る
大
な
る
數
字
、

f

 

る
時
^
所
ど
^
關
す
る
總
計
或
は
系
姆
を
算
出
す
る
^
當
っ
て
は
.、
是
等
大
數
の
特
殊
的
性
質
に
關
し
Ml
菊
な
る 

集
圓
を
容
易
忙
理
解
し
得
る
*
恥
表
尕
し
、
.結
果
の
班
確
さ
を
檢
討
し
數
の
差
異
の
意
味
^
硏
究
し
、
.推
計
^
推
計 

^
を
此
：較
す
等
の
特
殊
の
方
法
が
：あ
る
。
併
七
乍
ら
之
等
の
方
法
土
に
於
け
る
如
何
な
る
進
步
發
展
も
結
局
數
量
的 

R
計
算
3
れ
得
る
現
象
を
i

々
正
fi
R
よ
^
:容
易
^
理
解
せ
ら
れ
得
る
形
式
R
呈
ー
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す
る
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^
過
ぎ
ず
し
て
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有
効
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る
好
奇
心
を
滿
足
せ
し
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る
所
の
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結
果
の
關
係
を
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す
る
も
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で
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述
す
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の
で
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づ
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等
推
理
を
下
す
事
な
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胸
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、
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因
結
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に
關
す
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究
^
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す
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:
:
_
て
經
濟
學
上
化
於
允
は
其
の
理
論
：の
構
成
に
當
6
他
の
條
件
を
向
樣
な
る
も
のW

し
て
、

一
定
原
因
の
長
期
間 

の
後
'に
於
け
，る
結«
:の
み
を
雛
察
ず
名
璩
合
^
は
.「

根
本
的
^
:1>
て
眞
^
省
カ
な
る
事
實」

を
捕
捉
す
^
事
は
敢
.

W

 

多
數
の
經
濟
現
象
^
就
て
；、
.之
を
數
量
的
k
平
均
し
.た
^
結

果

を

以

て

す

.る

事

を
要
し
な
い

o

否
如
斯
さ
數
量
は
必 

然
的
^
種
々
衣
-5
他
の
條
件
;.
0
作
用
：を
體
現
す
る
名
の
な
る
が
故
に
、：其
の
平
均
も
亦「

根
本
的
事
:»」

琴1

致
す
る 

も
.の
.で
あ
石
^
は
沄
ひ
難
い
。

：

ノ
 ：

之
に
反
し
で
他
の
條
件
即
ち
、

.A
ロ
の
增
加
、
資
本
の
蓄
積
、
生
產
技
術
の
«
ぬ
、
消
費
：の
變
化
等
を
前
提
^
す 

る
所
謂
»

_

»濟
理
論
^
於
て
は
、へ
眞
R
有
力
な
る
根
本
的
事
®
並
R
其
の
相
對
的
重
要
性
は
個
人
的
調
斷
を
以
て 

し
て
ょ
く
、.
正
鴒
を
得
る
事
は
頗
る
囷
難
な
る
事
^
屬
す
る
。
現
實
せ
る
活
動
的
經
濟
社
會
^
現
れ
.た
る1

現
象
を 

表
示
才
る
ー
變
數
は
之
等
諸
種
の
影
響
を
直
接
間
接
に
受
け
て
存
在
し
、
又
其
の
影
響
の
許
^
變

化

せ

ん

^
す
る
も 

の
で
あ
る
。
3
れ
ば
、
如
斯
き
變
數
を
蒐
集
し
、
整
頓
し
、
記
述
し
、
之
に
其
の
理
論
の
根
據
を
求
め
る
事
は
合
理
的 

事
項
な
る
^
共
^
經
濟
生
活
の
祓
雜
の
程
度
の
增
加
す
る
ど
共
^
不
可
避
的
重
要
性
を
有
す
る
事
^
な
る
。
計
算
或 

は
平
均
の
科
學
が
提
供
す
る
材
料
は
總
.て
實
際
生
活
を
反
影
せ
ざ
る
も
の
は
な
，い
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併
し
乍
ら
統
計
の
某
礎
た
る
第 

1

次
的
數
字
k
對

し
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之
を®
頓
す
る
•か
爲
め
に
行
る
る
各
種
の
方
法
は
統
計
家
の
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度
を
通
し
て
著
し
く
相
違
し 

從
つ
て
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の
結
果
も
格
段
の
相
違
を
招
來
す
る
も
の
で
あ
る
。
數
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は
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理
な
6
(£
は
統
計
的
技
術
が
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致
を
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ぅ
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共
に
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な
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る
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が
判
明
し
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然
る
が
故
纪
統
計
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が
經
濟
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上
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目
的
^
供
す
る
數
字
の
蒐

集

に

際

ん
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經
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學

上
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1
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は
味
べ
息

日

葉

で

あ
る
。

以
上
は
統
計
ど
經
濟
學
ぐ」

の
關
係
妃
就
て
考
察
し
た
の
：で
あ
る
が
、
吾
人
は
景
氣
變
動
理
論
に
對
し
て
統
計
が
如 

何
な
る
範
圍
^
於
て
重
要
性
を
有
す
る
か
^
就
て
考
究
す
る
事
ど
す
る
。

ニ

:

景
氣
變
動
は
動
態
社
會
換
言
す
れ
ば
實
際
社
會
R
生
起
す
る
經
濟
生
活
の
波
動
的
運
動
で
あ
る

'0

ク
，フ
ー
ク
敎
授

. 

.

R
ょ
れ
は
動
態
®:
會
は
靜
態
社
會
ょ
ク
靜
態
社
會
R
至
る
過
渡
的
狀
態
で
あ
る
。
而
し
て
靜
態
社
會
は
人
口
の
增
加
、
 

資
本
の
增
加
、
注
產
技
術
の
變
化
、
生
產
組
織
の
變
化
R
ょ
^v

て
.其
の
均
衡
狀
態
を
不
斷
に
提
亂
せ
ら
れ
る
も
の
で 

あ
つ
て
、(Essentials 

o
f 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

T
h
e
o
r
y

 

p. 

2
0
3
-
2
0
6
)

競
#
自
由
な
る
動
態
社
會
の
趨
歸
を
示
す
所
の
究
竟 

槪
念
で
あ
.る
。
，之
篇
五
箇
の
變
動
事
情
は
現
實
の
經
濟
生
活
に
對
し
て
前
進
的
變
動
を
與
ぅ
。
然
る
に
之
等
の
前
進 

的
變
動
は
自
然
的
社
會
の
偶
發
的
事
變
並
；̂
季
節
的
變
動
k
ai
E

s
て
其
の
體
樣
を
變
化
せ
ら
る

る

ヒ

共
に
之
が
現
存 

經
濟
制
度
^
對
す
石
適
應
上
^
生
ず
る
消
極
的
積
極
的
惰
カ
^
依
つ
て
循
環
的
化
景
氣
の
變
動
を
生
ず
る
。
前
述
の 

洳
く
前
進
的
變
動
が
能
激
因
子
ど
な
ぅ
て
、
:*
氣
の
變
動
を
生
ぜ
し
む
る
も
の
な
ぅ
^
は
從
來
多
數
の
學
說
の
認
む 

る
所
で
あ
る
が
兩
者
.の
間
^
存
す
る
必
然
.性
に
就
て
は
多
少
異
論
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。(

高
田
博
士
著「

贵
氣
變 

動
a
論」
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し
て
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現
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會
R
於
け
る
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濟
生
活
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偶
發
的
广
前
進
的
、
景
氣
的
變
動
の
影
響
を
受
け
て
其
の
生
活
の
範

馆

ニ

十

四

卷c

八1

五〕

景
顧
變
働
理
論

.研
究
に
對
サ
る

.減
計
上

'の
準
備

. 
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景
氣
變
動
理
論
研
究
に
對
す
る
統
計
上
の
準
備
，
 

第

五

跋

1

ニ
八

圍
を
律
せ
ら
る
る
事
で
：あ
る
9

:

.,

.
,
'
丄
 

，

,ぐ
：：.： 

。：經
濟
理
論
の
硏
究
に
際
し
て
セ
，ィ
め
会
ふ
如
く「

根
本
的
に
し
.：て
»

^

有
カ
承
る
事
實」

を
知
る
：事
が
肝
要
な
6

^
 

す
る
ビ
景
氣
變
動
理
論
の
研
究
^

際
し
て
は
先
づ
第
ー
ー
ぃ

R

經
替
生
活
上
に
於
け
る
景
氣
變
動
, 0
.み
.の

影

響

^

ょ

る

波
 

動
的
蓮
動
を
遊
離
し
て
其
の
實
相
を
把
持
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

V

:
,
®氣
の
變
動
は
一
，般
R
四
箇
の
局
面
を
有
す
る
.ビ
せ
ら
れ
て
f

 

o景
氣
向
進
期
、
淸
算
期
或
は
.恐
條
、
贵
氣
下
降 

期

、
.
.
景
氣
複
活
期：(

a
d
a
m
s
)

で
あ
る
。
然
る
K
之
：等
の
局
面
は
循
環
的
に
.現

實

.の

經

濟

生

活
^
ょ

.つ

て

體

現

ぜ

ら

れ
 

る
も
の
で
あ
る
が
故
に
，
或
る
ー
定
期
に
於
け
る
現
實
の
經
翁
迚
活
を
通
し
て
其
の
時
^
於
け
る
景
氣
變
動
上
の
一 

.局
；

g

を
觀
取
し
#
る
譯
で
あ
る
。
然
れ
共
、
恐

懢

を

诈

す

る

.景
*
出
騰
ビ
業
下
降
の
現
象
は
最
ネ
明
瞭
に
觀 

取
し
得
る
程
度
^
實
現
の：

生
活
上
k
反
影
す
る
け
れ
共
、
，最
氣
祺
活
期
が
明
瞭
^
認
識
圈
內
に
入
{
來
る
の
は
經
濟 

生
活
の
，

1

局
部
に
起
办
馆
る
景
氣
向
進
の
原
因
が
或
る
程
度
您
廣
汎
な
る
効
果
を
發
揮
し
た
.る
後
^
於

.て
で
あ
る
0 

故
^
其
の
轉
換
期
は
淸
算
期
^
於
け
る
如
く
之
を
明
瞭
^
指
示
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
°

唯
淸
算
期
、
並
に
其
の
前 

後
に
現
る
る
向
進
下
降
の
變
動
が
ー
定
の
週
期
あ
る
循
環
的
性
質
を
有
す
る
以
上
景
氣
向
進
ビ
下
降
ビ
の
間
に
は
景 

氣
複
活
期
の
存
ず
る
事
を
理
論
上
.想
定
す
る
事
を
得
る
の
み
で
.あ
る
。
，

'

又
*
氣
の
向
進
或
は
降
下
^
就
て
1£
確
苽
る
«
畠
を
得
る
が
爲
め
R
は
'、，.各
時
機
ヤ
於
け
る
；多
數
の
現
象
を
此
較 

す

る

：事

を.必
要
^

^
る
。
然
る
に
前
述
の
如
く
之
等
の
現
象
ば
各
種
、の
影
響
が
綜
合
的
に
作
用
し
た
る
最
後
的
結
果 

を
示
す
所
の
本
の
.で
あ
る
以
上
漠
然
/2
る
比
較
は
衡
等
有
意
義
，な
る
効
果
を
齎
3
な
い
。

v f
:
へ

現

實

的

經

濟

現

象

k

就
て
の
®

な
る
親
察
康
は
抽
象
.

.®

.報
導
を
以
.
て
、
事
業
界
の
被
動
的
- 1
.動

::
5
:
捕
促
^

;^

潘.は
.
.
...

.

以
上
め
、如
ざ
_
點
を
伴〗

ゲ
が
故
f
c;i
?
ノ
玆
代
.-
歲
ば
數
'憧
：の
：現
象
に
就
；

:-
1
::其
の
潘
量
助
變
化
を
-1
3
3
!

闕̂
代
2
:り
イ
：蒐
集 

し
、
適
當
也
る
分
析
方
法
?:
..用
.认
：て
最
氣
の
結
果
：の
み
を
反
影
す
‘$*
も
0.
た
，ら
.し
む
-る
時
は
、
よ
^
'正
確
な
る「

根

本
的
事
實
.！
.を
提
供
す
る
事
？
な
る
。
' 

- 

.

如
斯
目
的
に
供
す
る
爲
め
^
如
何
な
る
現
象
を
選
擇
す
べ
き
や
に
就
て
は
自
か
ら
議
論
の
存
す
る
處
で
あ
る
。
物 

R
の
變
動
^
以
て
す
る
か
、
失
業
率
に
よ
る
か
、
主
要
産
業
の
生
産
額
を
以
て
す
る
か
、
序
形
交
換
高
或
は
小
切
手 

振
出
高
に
依
る
か
.は
各
理
論
家
.の
立
場
よ
ぅ
し
て
景
氣
變
動
の
時
機
及
.振
幅
?:
.最
も
敏
感
に
且
最
％

正
確
に
描
出
す 

る
ど
考
.ベ
る
も
の
を
採
取
す
，る
の
外
は
な
い
い
併
し
乍
ら
若
し
徹
，底
的
化
統
許
的
方
法
に
依
據
せ
ん
ミ
す
る
時
は
、 

生
産
、、：分
配
？
消
費
、：
金
融
？
投
機
等
經
濟
界
^
於

：け

る

各

方.面

の

：活

働$:
:
網
||
す
る
檨
^
數
字
を
蒐
集
し
、
.適
當 

な
る
< '
か
を
付
し
て
.其
の
甩
均
値
を
求
む
る
"事
は
一
層
疋
確
な
名
方
法
で
あ
る
。

：
： 

,
.要
す
名
比
景
氣
變
動
の
實
相
は
数
字
，を
通
し
て
見
る
時
最
も
明
暸
に
且
疋
確
忙
把
持
す
る
事
を
得
る
も
の
ー
な
る
が 

故
忙
如
斯
數
字
は
景
氣
變
動
理
論
^
し
て
解
決
せ
ら
る
べ

-&
問
題
|:
.提
供
す
-る
上
^
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
。
：

,'
現

今

景

氣

變

動

の

；研

究
.に
；對

し

て

明

に1
1箇
の
方
法
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
•一
 

は
理
論
的
抽
象
的
な
る
に
反
し
、

一
 

は
分
析
的
敍
述
的
で
あ
る
o
即
ち
前
者
は
現
存
經
濟
制
度
ミ
景
氣
變
動
匕
の
關
係
を
明
に
し
て
、，莫
の
週
期
的
循
環 

的
性
質
の
稂
據
を
確
定
む
進
ん
で
景
氣
土
昇
下
降
叹
原
因
を
探
究
し
、
玆
に
現
存
制
度
の
.不

備

缺

陷

を

認

め

..て

景

氣 

變

動
5:
除

去

す

名

：か

或.は
之
を
最
少
限
度
に
止
め
ん
>」

ず
る
.所
謂
景
氣
政
策
を
樹
立
せ
ん
：ミ
す
る
も
の
で
あ
る
。
後 

者
の
主
要
な
る
傾
向
は
景
氣
變
動
の
形
體
或
は
內
容
を
明
瞭
な
ら
し
め
ハ
輕
濟
生
活
の
各
方
面
紀
現
れ
忆
る
景
氣
變
〃 

動
を
比
較
し
セ
其
の
繼
起
の
時
間
的
關
係
及
び
.變
動
の
度
合
を
決
定
し
、
景
氣
豫
測
に
對
す
る
指
針
を
提
供
せ
ん
ビ

第
二
十
：四
# 

C

八
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「

七)
)

景
氣
變
動

.'
理
論
斯

.究

.に
齡

す

る

統

計

上

^

準

備
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景

氣

變

動

：理

論

研

究

圬

對

ナ

る

統

計

•上
の
準
備 

.第

五

號

.一
：三
O'

V
統

計

が

：何

れ

，

S

W
究
方
：法
に
對
し
て
ょ
汝
童
要
な
る
が
ば
自
か
ら
明
.で
お
各
ド
：本
論
文
：の
冑
頭
h
述
べ
た
る
如
く
、
 

如
何
な
る
統
：計
技
術
上
0
進
步
樂
展
岑
1::ー個
の
S

.

W

R於
け
.る
：.原
：因
結
果
.

の
.：

關
係
を
闡
明
に
せ
ざ
.る
も
の
な
る
以 

■也
^

黑

^
對
し
ぜ
は
證
明
上
或
は
問
題
$:
提

供

す

：る
：

.上
の
：1
'犲

料

ヒ

し9
消
極
的
効
果
を
^

^

^
後
者
ば
本
*
時
間
的
^
繼
起
の
關
係
5:
'
測
定
せ
/€
ビ

す
_る
も
の
で
あ
る
が
&:
し
て
、
數
量
的
忙
此
較
し
得
ら
る 

る
樣
^
各
種
の
現
象
を
呈
示
す
る
事
が
研
究
め
装
礎
这
攻
る
：。：

：

へ
鞔
近
：統

許

抜

術
#

^
於
け
.る
進
步
^
伴
：ひ

時

間

級

數

の

分

析

は

愈

‘
；精
致
を
極
め
>
:數
量
的
に
一
現
象
^
現
れ
た 

.る
景
氣
變
動
.の
結
'果
.の
み
.を
遊
離
す
る
事
土
う
進
み
て
、：.其
の
振
！§
の
測
定
.及

種

か

な

る

現

象

の

繼

起

の

上

^
生
す 

る
時
間
的
差
異
の
测
宠
等
^
就
て
も
®
る
信
賴
す
べ
&
成
果
を
擧
：げ
0
つ
あ
る
^
反

し

、
理

論

的

研

究

^
就

て

は

一 

般
に
承
服
せ
：ら5:
各
.一
の
定
說
な
ぐ
.フ
多
數
の
相
異
る
然
も
權
威
あ
ふ
學
說
が
互
^
對
.峙
し
て
居
る
有
樣
で
あ
る
0. 

即
ち
景
氣
變
動
の
原
因
を
物
理
的
過
程
にC

H
，
s. Jevons, 

H
.

 :
L
.

s
o
o
r
e

)
(

心
理
的
過
程
に(

A
,

 c
p

f

 

M
.

 

R

»

|
思
或
呔
制
度
上
ゆ
過
程
^
求
ひ
る
％
の
が
あ
る
。最
後
の
も
の
に
：就
て
もe

'
h
.

 

V
ogel

;
J
L 

S
c
h
u
m
p
e
t
e
r 

は
制
度
の
變
化
R
注
目
し
、
現
存
制
度
の
機
能
に
之
ヒ
求
ひ
る
者
ば
價
物
”の
生
產
の
過
程
及
び
收
入
の
分
配
及
消
费 

の
過
程
上
^
存
す
る
不
均
衡
；(

1
1. E. 

M
o
n
e
y

 

Emil, 

Lederer 
P. w

.

 

M
a
r
t
i
n
'
A
.

 

B. 

A
d
a
m
s
)

 

VJ 
す
る
か
或

は

.ー
般

財

貨

の

生

產

及

消

費

の

過

程

^
存

す

る

不

均

衡

(

名

.H.
 

Beveridge, 

C
.

〇

.Hardy, 

A
,

 

Aftalion, 

M
.

 

BO§
iatî

n
)

ぞ

し

づ

或

ぽ

新

資

本

の

投

下

貯

窨

消

費

の

過

程

上

存

す

る

T
c
g
a
n
-
B
a
r
a
n
o
v
s
k
L

 

J. 

A
，

v
l
o
b
s
o
p
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A
*
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.
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1
^
.
:
'
:
:
.
K
U
I
1
;
,
:
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'M
*'
:
C
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o:
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i
t
;
x
-

v:
f
:し
、
ノ 

一
山
’

■
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.
-
r
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. 

.f 
•,

Hausen, 

R
.
G
.
I
-
r
a
w
t
r
e
y
d

之
を
求
め
る
も
の
が
あ
る
。.
フ
ィ
ッ
v
v
iは
，

1
:

の
景
氣
變
動
を
以
て
神
詁
で
あ
る 

ビ

3

え

極

言

し

.て
ぬ
る
。

惟
う
ド
如
斯
く
、
理
論
的
k
唯
ー
の
原
因
を
捕
捉
す
る
上
に
紛
糾
を
生
す
る
所
以
の
も
の
は
本
來
景
氣
の
變
動
は 

事
業
全
般
の
表
明
ず
る
所
の
累
積
的
に
梢
減
す
る
波
動
的
遯
動
で
あ
る
。
故
に
あ
るr
定
の
原
因
た
る
べ
さ
現
象
の
- 

結
果
ど
し
て
他
の
現
象
を
生
じ
第
ニ
の
現
象
は
更
^
第
三
の
現
象
の
原
因
^
な
立
し
順
次
^
他
の
現
象
^
作
用
し
、
 

共
の
結
果
再
び
笫
.一
の
現
象
に
波
及
す
る
所
に
荏
す
る
も
の
で
あ
るV」

考
え
ら
れ
る

o

即
ち
斯
く
多
數
の
現
象
が
動 

反
動
し
て
相
互
に
循
環
的
關
係
R
立
つ
以
上
何
れ
の
現
象
を
以
て
其
の
起
黙
ど
な
す
べ
き
か
は
各
理
論
家
の
態
度

 ̂

種
々
な
る
相
：違
を
.抓
^
し
む
る
所
以
で
あ
る
。
S
れ
は
ミ
ッ
.チ
ュ
ル
の
如
さ
は
景
氣
變
動
理
論
^
於
て
は
因
果
的
理 

論
に
代
つ
て
分
貯
妳
彼
述
を
採
用
す
、、/
さ
で
あ
る
:̂
^
て
ゐ
る
。

C
B
U
S

B'ess 

Cycles 

: 

T
h
e

 

P
r
o
b
l
e
m

 

a
n
d

 
its 

Setting 

p* 

54 -55 )

斯
く
論
し
來
る
ビ
あ
る一

現
象
の
動
含
が
他
の
現
象
の
時
前
^
坐
じ
た
る
や
時
後
^
生
じ
た
る 

や
及
其
の
變
動
の
相
對
的
重
荽
性
の
如
何
は
可
成
赏
要
な
る
問
題
ど
な
る
の
で
あ
つ
て
玆
^
計
算
の
科
學
の
援
助
が 

必
要
.ど
な
る
の
で
あ
.ふ
。

'

前
條
，R

於
て
述
べ
た
る
が
如
く
統
計
が
景
氣
變
動
理
論
の
硏
究
に
對
し
て
重
要
な
る
役
割
を
行
，
> 
は
第 

一
R

問
題 

^
.
提
示
す
る
.所
に
存
す
る
.の
で
あ
つ
て
、
此
の
種
の
要
求
^

對
し
で
は
'
 

元
以
材
料
に
就
て
何
等
特
種
の
統
計
的
方 

.
法
を
用
う
る
事
な
ぐ
じ
て
或
る
程
度
迄
滿
思
す
べ
：さ
結
'采
を
齎
す
事
が
出
來
る
。
然
る
^

>

之
を
更
^
他
の
種
類
の 

«

字
^

比
較
ず
.る
場
合
に
は
到
底
儅
據
す
べ
き
結
果
を
見
る
事
は
出
來
な
い
。
何
ビ
r

n

は
之
等
の
敷
値
に
は
總
て

•第
ニ

1:
-四

氣

(

八1

九〕

.景
氣
變
瑯
现
論
研
究
に
對
ず
が
統
計
上
の
準
備 
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景

氣

變

動

理

.
論

研

究

に

對

す

る

統

計

上

の

準

備

 

笫

五

號

一

三

ニ

_
ヶ
な
，る
襄
素
、
例
令
、
犖
節
的
變
動
、
..傾
向
或
は
偶
發
的
事
情
等
於
相
交
叉
し
て
影
響
を
與
へ
て
居
る
事
は
前
述 

の
通
な
で
あ
る
。
故
k
元
の
材
料
の
儘
な
る
比
較
は
有
意
義
な
る
効
果
を
齎
3
ざ
る
の
み
な
ら
ず
却
て
誤
謬
^
導
く 

事
’か
あ
る
。
玆
^
於
て
然
ら
は
何
如
^
し
て
景
氣
變
動
の
影
饗
の
み
を
現
體
ず
る
數
列
^
元
の
材
料
を
調
盤
し
得
る 

か
が
#
題
で
あ
る
.。'-
吾
人
は「

時
間
級
數
の
分
析」

(

三
田
學
界
雜
誌
昭
和
.四
年
九
月
號)

：に

於

て

如

何

^

し

て

一

溆

數 

に
現
れ
た
る
景
氣
變
動
：の
結
果
の
み
を
遊
離
す
べ
さ
か
を
說
だ
。
今
行
論
の
都
合
上
一
假
定
數
字
を
用
ひ
て
其
の
大 

要
?:
-
:示
す
^
左
の
如
く
で
ぁ
る
0

is

1

1
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产
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佛

辯
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上
；の
如
さ
方
法
は
‘現
今

r

漱
k
.
s準
的
方
.法

ビ
丄
>1.認
容

そ

ら

れ'1
:
居
ー
る
け
れ
共
，
i
揭
瀨
^
代̂
於
て
述
：
へ
れ 

.る
が
如
く
季
節
的
變
動
.指
数
決
定
k
就
て
.或
は
傾
向
線
の
決
定
k
就
て
統
計
家
の
.個
人
的
餞
度
を
反
影
す
る
..の
み
な 

ら
ず
、
如
斯
方
法
を
以y

し
て
も
尙
偶
發
的
變
動
は
理
論
上
其
の
原
形
を
止
む
る
が
故
に
、
決
し
て
完
全
な
る
方
法 

ど
は
.云
ひ
難S

。
如
斯
さ
雛
點
R
對
し
て
寧
ろ
、
ペ
リ
ォ
ド
グ
ラ
ム
の
分
析
方
法
を
用
ゆ
べ
き
で
あ
る
ヒ
す
る
も
の 

:が
あ
る
0
ク
ラ
ム
、
モ
ー
ァ
ー
、
ベ
べ
リ
ィ
ジ
諸
氏
の
如
S
は
此
の
方
法
を
猓
用
し
て
、
自
然
現
象
中
に
存
す
る
循 

.璜
的
容
姿
を
可
成
^
ょ
く
表
明
し
て
ゐ
る
け
れ
共
、
此
の
方
法
は
ミ
ノ
チ
ェV

も
述
る
が
如
く
我
々
.が
利
用
し
得
る 

級
數
の
中
此
の
方
法
^
依
っ
て
滿
足
な
る
結
果
を
招
致
す
る
程
長
期
^
亘
る
も
'の
は
頗
る
勘
し
、
又
統
計
家
の
最
も 

興
味
あ
る
所
は
每
月
の
或
は
每
四
ヶ
月
の
數
字
で
あ
っ
、
て
か
か
る
數
字
は
其
の
數
が
尠
い
。
更
R
又
經
濟
的
過
程 

R
特
有
な
る
季
節
的
變
動
及
偶
發
的
變
動
ば
ペ
リ
ォ
ド
グ
ラ
ム
を
抹
消
し
虫
る
も
の
で
あ
っ
て「

此
の
方
法
が
將
來 

の
輕
濟
的
作
業
に
對
し
て
確
ド
、
大
a

R
な
す
所
あ
る
ベ
さ
も
同
檬
R
、
未
だ
循
環
的
變
動
の
硏
究
化
對
す
る
標
準 

的
方
法
た
6
得
ざ
る
事
も
確
で
あ
る
ノ (Ibid 

p. 

2
6
0
〕

苋
^
角
完
全
な
る
方
法
の
存
せ
ざ
る
^
も
せ
ょ
、
實
際
値
を 

原
形
の
儘
に
て
呈
示
す
る
ょ
ぅ
.は
遙
k
循
環
的
容
姿
を
芷
確
^
理
解
せ
し
め
且
他
の
級
數
：

V
J

の
比
較
を
容
易
な
ら
し 

む
.る
事
^
就
て
.は
何
人
も
異
論
を
有
せ
ざ
，る
所

で

あ

.る
。
:,
.

.

扨

て

如

斯

統

計

的

分

析

方

法

を

經

濟

活

動

上

生

し

た

る

あ

ら

ゆ

る

級

數

R

逾

用

し

た

る

結

果

等

し

く

景

氣

變

動

の

 

影

響

の

み

を

反

影

す

る

ど

考

へ

ら

る

る

數

値

を

得

る

事

は

.

近

時

英

米

獨
^

於

て

行

れ

た

る

此

の

種

の

.
研

究

に

徵

し

て

 

明

で

あ

る

。

又

經

濟

的

生

活

の

み

^

限

ら

ず

一

般

社

會

的

生

活

、

.

例

令

、

出

生

、

結

婚

、

.

死

亡

、

犯

罪

に

就

て

も

同

 

•
糠

な

る

事
? :
云

；

S

得

る

の

で

あ

る

。
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景
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十
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八
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氣

變

動
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研

究
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統

計
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：
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準

備
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蜜
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第二十四卷.
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(

八二
 
5

景
氣
變
動
理
論
研
究
に
對

'す
る

統

計

上

の

：準

備

，

#
五
號.

.
.
I

三
則

氣
戀
麵4

表
：明
す
る
級
數
を
他
の
級
數
S
の
比
較
^
就
：て
は
如
何
媒
.る
'方
法
が
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
比
較
せ
ら
る 

ベ
さ
，事

填

は

、

振

幅

の

太

少

並

^
時
間
的
に
，.見
权
る
繼
©

の
前
後
の
：：關
係
で
.あ
：る
。
贵
氣
迦
m
家
中
^
は
此
の
種
C0
- 

比
：較
に
就
ゴ
は
何
等
:#
殊
の
，方
法
？:
以
て
す
る
事
な
ベ
、.

」

單
な
る
«
察
^
依
>
て

の

_み

其

の

大

體

的

關

係

を

決

定

し 

て
居
る
も
の
も
あ
る
：け
'れ

共

、

凡
.そ

、

，11

級
數
の
波
狀
が
嚴
密
R

■一
 

致
七
.て
.
ゐ

る

場

合

を

除

&

、
.
視

察

者

の

主

觀

的 

態

度

を‘決

定

：す

る

先

入

主
.的

欲

，
求

。

ょ
'®\

下
S
る

る
判
斷
の
上
R
錯
誤
を
生
す
る
惧
の
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
然
ら 

は
如
何
な
.る
'統

計

上

，
の
方
，法

を

以

V

此
の
間
の
關
係
を
測
定
し
得
る
や
ど
云
ぅ
に
、
振
蝠
度
に
就
て
は
標
雜
偏
倚
を 

求
め
時
間
的
關
係
^
就
て
は
相
關
係
數
を
求
め
.
：
て

此

，の

鐘

0

製
求
を
滿
し
セ
ゐ
る
。
：
，

〈

以

下

：之

等

の

方

法
^
就
て
考
究
し
、：'續S.

て
景
氣
變
動
®
論

研

究

上

必

要

な

6
S

«
せ
ら
れ
る
諸
種
の
級
數
の
比
. 

較
を
行
ぅ
事
ど
す
'る
,0

標
辦
偏
倚
は
各
項
目
ど
其
の
算
術
平
均
(£
:
の
偏
倚
を
自
乘
し
合
計
し
自
乘
せ
ら
れ
，た
る
偏
倚
の
算
術
平
均
を
求
め
. 

次
.
k此
の
本
均
の
平
方
根
を
求
む
る
も
の
で
あ
る
。

ー：言
に
し
て
云
ぅ
時
は
偏
倚
自
乘
平
均
平
方
.根
で
あ
る
8

ー)

。
 

目
下
，の
場
合
に
於
て
は
季

節

的

變

動

を

以

て

_
整
せ
ら
れ
た
る
傾
向
値
の
百
分
率
ど
し
て
表
^
れ
た
る
時
間
級
數
R 

就V

求
む
.る
の
で
あ
つ
て
、
之
等
の
標
準
偏
準
は
制
限
的
事
項
^
就
，
て
相
當
の
注
意
を
拂
ぅ
時
は
當
該
級
數
の
最
氣 

變
师
.の
平
均
的
振
度
.を
測
定
す
る
尺
度
ど
な
る
。
■-
然
ら
は
此
.0
制
：限

的

-*
項
,
は
何
で
あ
る
か
？
云
ぅ
^
、「

時
間
級 

數
.奶
分
圻
h
:
於̂
^
述

::
<
<
.农
る
.が
如
メ
：、/
.傾
向
«
0
決
^

5
^

遍
ド
正
當
な
る
も
のV」

し
>
.て
，認

妁

ら

る

る

方

；法

亦

せ

ざ

る

'が
故
比
北
ハ
の
缺
陷
は
.自
か
ら
振
崎
量
，の
大
少
比
も
現
れ
、

て
項
：̂

.

の
;g
n颂
度

7
^
も
；锡
读
す
る
譯
で
あ
る
o

又
.或

る

：

〗

.
度
期
間
ボ
.ー:1
.
4
^
^
^
は
，̂

;̂:
(
!
)
:
_
2
^

卞
\旦
る
_時
は
^
:
2 

か
ら
其
の
様
姿
を
變
化
せ
.冬
る
る
の
み
な
.ら
ず
、
分
析
せ
ら
る
--
5
材
料
の
形
式
に
.於

け

る

相

違

に

，就

V

も
疑
問
の
生 

す
る
^
地
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
ミ
ッ
チ
ユ
ダ
は
云
ふ「

糧
々
、
な

る

國

.^

.就
て
又
種
々
な
'る
時
期
^
就
て
同
樣
な
る
方 

法
を
明
ひ
て
計
算
せ
ら
れ
た
る
.標
準
偏
倚
を
吾
人
の
觀
察
を
廣
沉
.な
る
相
違
^
限
定
し
"
又
，判

然̂:
例

外

的

な

る

も 

の
を
避
け
.て
蒐
集
す
る
時
は
重
要
な
る
結
論
を
導
く
事
が
出
來
る」

。
.

(

1?
0:P. 

^
3

註r

標
增
偏
倚
の
1般
の
公
式
は
の
=
<:
^
- 

dは偏
倚
を
現
し
、
£
は
度
敷
、
^
は
項
數
を
示
す
。

V

景
氣
變
動
指
數
R
就
て
標
準
偏
倚
を
算
定
し
理
論
的
研
究
に
對
し
て
重
要
な
る
意
義
あ
る
も
の
^
考

.へ
ら
る
る
も 

の
は
現
今
頗
る
稀
で
あ
づ
て
、
:'
'僅
.に

!
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チ
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ル
の
前
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書
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諸
氏
の
研
究
報 

吿
に
依
る
0'
'
外
は
な
い
：0
.之
等
徵
種
の
研
究
は
異
る
時
機
^
於
て
異
る
國
の
材
料
を
用
ひ
て
指
數
を
作
成
せ
る
結
果 

^
就
て
標
準
偏
倚
を
算
定
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
指
數
作
成
手
續
に
就
て
多
大
の
相
違
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故 

^
各
.級
數
.の
比
較
^
就
て
は
其
の
：信
賴
度
を
減
せ
ら
る
る
次
.第
で
あ
る
が
唯
振
.幅
ょ
ぅ
：見
た
る
各
級
數
の
ー
般
的
性 

質
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表
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し
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す
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經
濟
活
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一
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門
ょ
6
他
の
部
門
^
至
石
貨
物
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流
動
上
^
生
す
る
變
動
率
は

結
局
的
消
費
者
ょ
6
遠
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る

^

從

て

愈
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大
在
ら
ん
ヾ」

す
る
如
く
で
あ
，る
，
。
即
ち
生
，產
高
R
於
て
最
も
大
R
卸
賣
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.之
に
次
さ
小
寶
高
は
最
少
で
あ
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惟
ぅ
^
如
斯
^

1
般
的
結
論
を
導
く
^
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'つ
.て
は
、
.さ
迄
重
要
な
ら
ざ
る
制
限
即
ち「

同
種
商
品
^
就
て
は」

な
石；一

句
を
柿
入
す
石
必
要
が
あ
る
ど
思
ぅ
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何
ど
*
れ
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異
，る
、分
技
に
あ
る
、
異
る
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3
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今
此
の
限
ら
れ
た
る
數
字
の
み
か
ら
云
ふ
£
銀
.行
交
換
高
の
變
動
率
は
時
代
の
S

ヾ

」

共
R
漸
次
k
狹
少V

な
る

傾
向
を
有
し
、
大
都
市
^
於
け
る
交
換
高
..即
ち
取
引
高
は
少
都
市
の
そ
れ
に
比
し
て
ょ
ぅ
大
な
る
變
動
率
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
ど
考
へ
ら
れ
る
。

第
三
物
價
指
數
^
就
て
見
る
^
小
賣
物
價
指
數
ゼ
し
て
適
當
な
る
も
の
は
な
い
が
、
.、、.、
ッ
チ
ェ
ル
..は「

小
賣
物
價

指
數
の
標
準
偏
倚
は
多
分
少
な
る
も
の
•で
あ
る
ざ
考
え
ら
れ
：.る
。
：
：
：
又
卸
賣
物
價
指
數
の
不
規
則
循
環
的
運
動

(cyclical-irregular, 

fluctuation)(

註
ミ
ッ
チ
エ
ル
は
ー
.級
數
中
^
.存
す
"る
羅
節
的
變
動
^
傾
向
値
^
を
除
去
し
て
も

倚
偶
發
的
變
動
を
包
含
ず
る
が
故
^
斯
く
云
ふ
.
>は
其
の
指
數
が
多
數
の
.物
品
を
包
含
す
る
.時
は
低
さ
標
準
偏
猶
を

笫1.

一

十

四
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八
ニ
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景
1

動
现
諭
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究
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對
す
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普
氣
變
動
理
論
研

^
に
：對
す
る
：統

計

上

の

準

備
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第
五
，號

j
H八

亲
ず
妙
れ
共
、：：.指
數
作
成
者
が
特
代
明
瞭
に
循
環
的
速
動
を
衷
示
せ
し
む
名
目
的
?:
-
以
，て

之

を
作
る
時
は
可
成
6
.の 

標

準

偏

倚C
'
'
Q、〇
k
.
.近
き)

を
示
す
。
卸
賣
物
價
指
數
0
_
;
|
般

冰

準

は

戰

银

或

.は
紙
幣
本
位
せ
な
る
如
さ
運
大
な 

る
攪
亂
を
；蒙

ら

ざ

る

以

上

事

業

界

^
於
て
此
較
的
麥
定
的
要
素
を
な
し
て
：居
る
。：CI

b
i
d
'
p
v2 :79

)

,:
蓋
し
、
ブ
ラ
ッ 

ド
.ス
リ
1
ト
の
指
數
は
九
十
六
箇
•の
商
品
を
包
含
し
て
標
準
偏
倚
三
、
.六
八
?:
示
し
、
勞
働
統
計
局
の
そ
れ
が
四
百 

四
箇
で
あ
つ
てi

r

六
〇
を
示
し
、
四
十
五
の
商
品
を
有
す
る
ナ
ゥ
エ
ル
べ
ッ
ク
の
指
數
に
就
て
見
る
^
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r
b

rDck 
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見
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如

斯

く

稱

し

た

も
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で

あ

る

ど

考

へ

る

。

次
^
有
價
證
券
價
格
は
其
の
變
動
率
の
大
な
る
事
は
物
價
指
數
を
凌
駕
す
る
も
の
な
る
事
は
理
論
上
考
得
ら
る
る 

所
で
あ
り
て
、
下
に
示
し
數
字
は
ょ
く
之
を
明
暸
に
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
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L
.以
上
の
如
&
數
字
の
み
ょ
.ク
言
ふ
時
は
金
利
步
合
の
變
動
率
は
期
間
の
長
短
ど
反
比
率
す
る
事
並
に
金
利
步
合
の

第

二

十HE

薛

(

八
ニ 

S

着

變

動

理

論

研

究

に

對

，す

る

絲

計

上

の

_

備

 

第
艽
號
，

ニー一九



«
1
十

姻

卷

c
;'
A

n

f

t景
氣
變
動
理
論
研
究
に
對
す
名
統
計
土
の
^
備 

第

五

號

l
PM
o

€

が
他
め
活
爾
の
變
動
に
比
し
て
遙
ド
大
苽
る
事
を
觀
取
す
る
事
が
出
來
る
9
同

種

手

形

の

余

利

步

合

^
し
て
調 

资
期
間
が
同
：一

な
る
.
-ー
九
〇
ー
ー
5
丨

.一
四
年」

な

る

も

の

が

英

米

間

^
於

て

多

大

の

相

違

あ

る

は

如

何

な

る

现
由 

R
よ

る7 P.

の
，な
る

.

か
。
.

第
六
鈒
行
作
業
^
關
す
名
數
，字

を

檢

す

る
^

1
八
六
六
年
よA

:
r

八
八
0
年
k
至
る
紐
育
：交
換
所
加
入
銀
行
の
预 

金
k
對
す
る
準
備
金
比
率
の
.標

準

偏

倚

は

九
：；*

六
！̂
種
銀
行
貨
付
對
预
金
の
比
率
^
表
れ
た
る
も
の
は
一
八
七
九
年 

よ
み1

八
九
六
年
^
於
て
®

•
九
三
、1

八
九
七
年
よ
ぅ
一
九1

三
年
^
至
る
も
の
は
三
#.
ー
九
で
あ
つ
て
之
^
對 

す
る
紐
育
市
以
外
の
國
立
鈒
行
の
貨
#-
對
偾
務
此
率
の
上
^
表
れ
た
る
數
字
は
ニ 

• ニ
ニ
及 

一
•
八
四
の
標
準
偏
倚 

を
示
し
て
ゐ
る
。
又一

九
〇
一
年
よ
ぅ
一
九
ー
四
年
^
至
る
合
法
貨
幣
所
有
高
^
就

て

は
細
育
市
內
，鈒
行
は

 

一
一

• 

六
一
一
市
外
鈒
行
は
四
•
ニ
五
预
金
純
額
は
前
者
九•

六
四
後
者
三
•
四
一
、
.投

資

は

前

者
^

.
五

九

後

者

四

“
五九 

貸
付
割
引
は
前
者
六
？
八
〇
後
者
ニ
•九

六(Review, 

July 

1920 

Sappl. 

Jan,, 

April., 

1925 

Jan., 

1927)

又
鈒 

行
?/
金
の
速
度
を
見
る
k
紐
育
五
•九
八
、
シ
ー
フ
キ
ゥ
ス
四
、七
•
四
ァ
ル
バ
ニ.丨
■四
•
三
六
、
ボ
.ス
トV

三
•
六
四
、
チ 

ヵ
ゴ
ニ 

•七
九
、
桑
港
ニ 

•ニ
三
、
バ
フ

r 

ロ
I

I
•
七
九
口
チ
ェ
ス
ター

一
*
一
一
一
の
各
標
^
偏
倚
を
示
す
。
以
上
の 

數
字
よ
6
見
る
^
、
大
鄱
市
^
於
け
る
鈒
行
作
業
上
^
表
る
ふ
變
動
率
は
地
方
鈒
行
の
作
業
上
^
表
る
る
變
動
率
に 

比
し
て
遙
に
火
^
し
て
殆
ん
ど
倍
加
せ
ん
ヒ
す
る
の
勢
あ
る
を
窺
ぅ
事
が
出
來
る
。
 

、
 

以
上
は
諸
種
の
經
、濟
活
動
カ
^
就
て
、
之
に
表
れ
た
る
振
幅
の
度
合
を
主
眼
ど
し
て
研
究
し
た
る
も
の
で
尙
此
の

外
銑
鐵
產
額
失
業
或
は
從
業
率
に
現
れ
た
る
振
度
R
就
て
.標
準
偏
倚
を
算
定
し
.た
.る
も
の
も
あ
る
け
れ
共
吾
人
は
此 

.
の
兩
者
に
就.て
-'稿
を
改
.め
..て
研
究.す
.る
所
あ■る
.
.が

故

纪

其

の

際

ヒ

言

及

る
®
'
>1.な
る

。
.

.

へ
パ

次
k
時
間
的
關
係
の
決
定
で
あ
る
。.
現
今
«
理
銃
計
上
に
於
て
相
關
度
の
測
定
は
相
關
係
數
を
求
ひ
る
事
に
ょ
つ 

.て
行
れ
る
相
關
係
數
は
ヵ
ー
ル
，、
ビ
ァ
ー
ソ
ン
に
ょ
つ
て
發
達
せ
し
め
ら
れ
、
之
を
時
間
級
數
の
相
關
R
充
當
し
經 

濟
上
の
材
料
に
對
し
て
應
用
し
た
る
も
の
は
ユ
！
,(

ー
 

八
九
九)

ホ
ー
ヵ
ー(

一
九
ー
〇〕
で
あ
る
。
次
で
ノ

ル
ト
ン 

は
紐
育
金
融
市
場
の
統
計
的
硏
究
に
際
し
て
囘
歸
線
ど
共
^
之
を
用
ひ
て
ゐ
る
パ
誅)

:
(

註)

二

級

數

の

關

保

を

示

す

相

關

係

數

の

一

般

の

公

式

は

'
.

‘
J
ー丨 w

で
あ
つ
て
、
若
し
關
係
の
方
程
式
の
周
圍
に
撒
布
が
な
い
な
ら
ば
、c

K

標
準
誤
差)

は
零
ど
な
つ
て
方
程
式
は
ニ
つ 

の
變
數
の
完
全
な
る
關
係
を
示
す
。
一
は 

一
^
な
る
デ
办
の
最
高
値
は
父
標
準
偏
倚
ぽ
等
し
き
値
で
あ
る
。
此
の 

場
合
に
は
\
=
0
 

VJ

な
つ
て
ニ
.の
級
數
の
間
に
は
關
係
な
さ
事
を
示
す
。
此
の
方
程
式
は
次
の
如
く
書
換
ぅ
る
事
を

l

_

:

v
:
'

」

へ 

a

§
 
十 

bty
l

S

I

K

C

/

、

丨
' 

.

.
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h

s

I
 

N

C

y
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'

:

時
間
級
數
R
就
て
此
.の

方
法
を
應
用
す
る
^
當
つ
て
生
ず
る
雛
點
は
主
€
し
て
技
術
上
の
問
®
で
あ
る
け
れ
共
、
 

得
ら
れ
た
る
相
關
係
數
R
下
す
ベ
&
解
釋
に
就
て
も
重
要
な
る
注
意
2：
,
要
す
る
。
先
第 
一
^
技
儒
上
_の
點
^
就
て
考

第
二
.十

四

卷(

八11

九〕

景
氣
變
動
理
論
航
究
に
對
す
る
.疏
計
上
'
.の禅
備
. 

笫
五
號
.‘

一■四
一
'
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四

卷c

八n
l
o
)

賢
氣
攤
酿
理
論
研
究
に
龀
す
る
統
計
上
の
準
‘礙 

V 

.
第

五

號
一

四

ニ

•菊
す
が
に
，
.右
、の
註
ド
示
じ
た
る
方
雜
式
に
代
入
ず
る
値
，
即
ち
X
及
ダ
は
各
1
兀
一
の
材
料
其
：
の
儼
.で

は

な

ぐ

し

て 

元(
の
#
料
2
ゲ
傾
向
値
を
排
除
し
^.
る
も
の
換|

日
す
れ
は
资
氣
變
動
の
.み
^
反

影

す

る

數

字

で

あ

.る

9
'
_然
る
^
從
來 

屢
ミ
稱
た
る
如
く
傾
向
値
決
定
に
際
し
て
充
當
す
る
所
の
傾
向
線
は
統
計
家
：の
主
觀
的
態
度
を
强
烈
^
反
影
す
る
も 

の
で
あ
つ
て
其
の
妥
當
性
5:
決
す
べ
ぎ
客
觀
的
尺
度
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
如
斯
き
數
字
ょ
り
算
定
せ
ら
れ
た
る 

相
關
係
數
R
就
て
も
又一

般

的

妥

當

性

あ

は

云

a
雛
い
。(

w
,

 

M
.

 

Persons 

ニ Correlation 

of T
i
m
e

 Series 

:Journal 

of the 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

Statistical 

Association Jun, 

1
9
2
3〕

ア
ル
フ 

V

 
ッ
ド
ミ
ル
は
运
ぶ「

ホ
年
的
傾
向
*§
1

.ょ
う
の
偏
倚
の
相
關
に
此
の
假
定
的
の
要
素
の
存
在
す
る
€
云
う
事
は
其
の
結
果
化
對
す
る
信
用
を
な
く
す
る
の
で 

あ
る
。
異
0
た
傾
向
線
を
選
定
す
る
て
ど
に
ょ
つ
て
ニ 0

の
級
數
'の
循
環
的
變
動
の
間
の
相
關
係
數
ビ
し
て
可
成
6
, 

異
れ
.る
多
ぐ
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
斯
る
瘍
合
^
於
け
る
&
は
ざ
い
問
題
ば
相
_
の
機
械
的
方
法
^
橫
を
の
で
は
な 

く
し
て
各
級
數
^
對

し

て

，適

當

な

る

傾

向

線

5:
選
定
す
る
ビ
云
ふ
こ
^

^
在
る
の
，で
あ
る
。
；若
し
觀
察
に
ょ
{
又
應 

用
す
ベ
S
外
而
の
形
跡
の
ー：致
に
'ょ
う
選
定
せ
ら
れ
た
る
曲
線
が
相
關
せ
し
め
た
る
夫
夫
の
級
數
の
傾
向
を
精
確

 ̂

表
す
な
ら
.ば
、
其
の
係
數
は
重
要
で
あ
る
.

vj

ず
る
.事
が
出
來
る
。
然
し
乍
ら
之
等
の
結
果
を
說
明
し
且
之
を
用
う
る 

場
合
^
は
、
最
初
の
計
算
に
個
人
の
判
斷
が
加
つ
て
ゐ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
^.
,
い
。」

(

前
揭
寄
福
本
福
三
氏
釋
四 

ニ
八
頁)

又
ミ
ッ
チ

ェ
ル
は
云
ふ「

一
一
級
數
の
不
規
則
循
辕
的
»
動
を
柳
關
せ
し
む
る
爲
め
k
李
節
的
®
動
及
傾
向
を 

排
除
す
る
®
合
k
は 
一
o
の
傾
尚
線
の「

充
常」

^
は
精
密
な
る
檢
査
を
必
要
ヾ」

す
る
。
何
ビ
な
れ
ば
比
の
作
業
k
秦

て
は
傾
向
A
i
0
:コ
箇
以
木
規
則
循
環
的
偏
倚
の
間
^
關
傲
^

取
坳
す
^
が
於
に
ヽ
若
し
^
ー
箇
の
傾
向
辙
の
充
氣
が 

同
樣
な
る
方
：嚮

に

過

9:
た
'名
の
贫
.る
ど
S

は
密
接
5

る
'關
敗
を
示
す
事
ミ
な
る
.か
ら
で
あ
る
。
同
樣
な
，る

方

嚮

1C
:
遏

を
R
ず
事
は
稀
k
藤
る
事
の
樣
k 
ニ
般
に
脊
え
^
\
れ

る

げ

共

.
、

事

.

實
は
、
却

つ
て
、「

屢

.1
起

る

の1:
.
あ
つ
：
て

之

ド

由 

つ
て
生
ず
る「

僞
造
的
相
關」

は
贵
氣
循
環
の
數
量
的
研
究
を
過
る
も
0'
で
:̂
る
0
^
«
1
^
1
1
^
5

0'
7
0
1
0
,
1
:
1
1
6

 p
r
o
b
l
e
m

a
n
d
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setting 

p. 

263-264〕

，ゾ
第
ニ
^
若
し
、
相
關
係
數
が
ニ
個
の
級
數
を
同
時
的
瑰
象
^
し
て
計
算
し
た
る
時
に
最
高
の
係
數
を
得
た
ビ
し
た 

..な
&-
は
其
.の
間
何
等
問
題
<
す
べ
&
事
は
な
.い
け
れ
.共
、.
同
時
的
現
象
を
表
明
す
る
級
敷
は
頗
る
尠
い
の
で
あ
つ
て 

寧
ろ
時
間
上
の
後
れ
ま
は
先
行
を
視
察
以
上
^
ょ
ぅ
芷
確
に
決
定
せ
ん
ビ
す
る
の
が
眼
目
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
場 

合1

級
數
が
景
氣
變
動
0'
昇
騰
期
に
於
て
比
較
せ
ら
る
べ
き
« 1
の
級
数
^
先
行
し
下
降
期
^
於
て
後
者
に
後
る
る
揚 

合
に
若
し
通
常
の
方
法
を
以 

'て
係
數
を
算
出
せ
んVJ

す
る
時
は
如
何
な
る

結
果
ビ

な
る

か
.

VJ

云
ふ
ぅ
k
、
此
の
場
合

I

l

i

l

r

i

p

I I

ば
、
景
氣
復
活
期
、
：沈
滯
期
及
隆
盛
期
不
浞
期
紀
就
て
區
別
的
^
相
關
係
數
を
算
定
す
る
事
が
必
.要
で
あ
る
。(

^
0:
. 

切.
2
8
9
)

併
し
乍
ら
#

際
の
數
字
R
就
^
見
る
R

1
級
數
が
他
の
級
數
ビ
の
關
僳
に
於
て1

#

環
期
內
R
於
て
は
往 

令
如
斯
く
順
序
怂
顚
倒
し
て
何
人
^
も
承
服
せ
ら
る
る
事
あ
ら
ん
も
長
期
間
に
亘
る
材
料
^
就
て
先
後
の
順
序
を
決 

.定
し
た
る
時
は
’
其
の
決
定
は
全
然
桐
人
.的
判
歡
広
委
せ
.ら
る
る
%-
の
な
る
於
故
に
其
の
結
果
生
じ
た
る
相
關
係
數 

も
又
其
の
偎
値
を
減
せ
ら
る
る
事
^
な
る
。

.

以
上
の
二
點
即
ち
僦
向
線
の
決
定
せ
圖
表
R
對
す
る
視
察
が
全
然
各
統
計
家
の
主
觀
的
判
斷
k
曝
さ
る
る
事
は
係 

數
算
定
0 .
機
_
的
方
法
紀
對
す
る
主
要
^
る

雛

點

で

あ

る

ぜ

考

べ

ら

れ

る

。
へ

-

.
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 ニ
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四

卷
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八
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景
氣
變
酚
现
論
研
究
に
封
す
る
統
；

is

上
の
準
備 
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第

二

十

四

卷C

八
三
ニ〕

景
氣
變
動
理
論
研
究
に
對
す
る
紘
.計
上
の
準
備 

第

五

號

一

四

四

-
.
.次
^
相
關
係
數
の
性
質
^
關
す
る
解
_
に
就
.て
生
す
る
問
題
セ
あ
る
。
換
言
す
れ
は
其
の
意
義
2:
確
定
す
る
事
で 

あ
つ
て
我
々
が
殊
^
此
の
黙
を
重
視
す
る
の
は
近
來
統
計
的
硏
究
の
結
果
を
移
し
て
直
?>
に

理

論

的

證

明

の

用

^

供 

し
て
ブ
切
の
^
提
假
說
を
無
視
す
る
如
さ
傾
向
あ
る
は
主
ビ
レ
て
相
關
係
數
の
有
す
る
効
果
?:
不
當
R
廣
張
す
る
誤 

$:
侵
す
力
ら
で
あ
る
，
時
間
級
數
^
於
け
る
相
關
係
數
の
性
質
を
理
解
す
る
が
爲
め
R
は
係
數
の
選
定
せ
ら
る
る
1® 

序
を
迎
る
必
要
が
あ
る
。
凡
^
ニ
級
數
間
の
.相
關
係
數
ど
し
て
.發
表
せ
ら
る
る7P,

の
は
多
く
の
場
合
時
.間
的
關
系
を
' 

異
に
す
る
多
數
の
係

數

を

算

定

し

其の中
ょ
ぅ
最
高
の7P.

の
V
J選
定
す
.る
の
で
あ
る
.0
此
の
事
は
自
か
ら
算
定
の

 ̂

果

！
の
.値
5:
得
他
の
値
を
#
ざ
る
場
合
^
は
異
る
。

•
.
: 

, 

.
相

關

係

數の
算
定
は
第
ー
化
相
關
せ
ら
る
べ
き
ニ
級
數
の
曲
線
の
此
較
に
初
ま
る
。
即

一.
:曲

線

を

移

動

せ

し

め

て

‘、 

他
の
此
較
せ
ら
る
べ
さ
曲
線
ど
最
も
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
點
^
移

し

て

大

體

の

時

間

的

關

係

を

決

定

す

る

”

圻 

ぺ
視
察
R
ょ
つ
‘て
得
た
る
結
果
を
基
磁
ど
し
て
,
例
令
A
級
數
の
ー
一
月
の
植
.？
B
級
數
の
.二
月
.の
.値
、

A
の
三
月
它

の
三
月

.

.
、(

一
1)

A
の
一1、

三
、
四
月
：
：
こ
ど
3

の

三

四

五

月

、
：

：

：

_

(

三
>
< 
の1

1

三

四

月

，
.
.
.
V
J
Bの

五
、六
、七
月
：
：
：(

四)

八
，
の

ニ

三

四

：
：
：

：

3

の 

一
二
三
月
：
：
：
等
^
就
て
各
ミ
相
關
係
數
を
得
る
。
其
.の
結 

果
A
の
ニ
月
^

5
の
五
月
^
を
組
合
せ
た
る
時
最
高
の
も
の
を
得
れ
は
^
は
三
ヶ
月
；た
け
遲
れ
.て
^
る
事
^
な
6
、

若

:1.

<

の

1

ー

月

^

妇

の

-月
^

組

合

せ

た

る

時

最
.
高

な

る

？

せ

は

、B

は

.

一

ヶ

月

の

先

行̂

な

る

。

.

パ

ー

ソ

ン

敎

授

 

の

算

定

し

た

る

結

果

に

就

て

見

る

^
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:

.惟
ぅ
に
-
級
數
が
他
の
級
數
に
撕
令
五
ケ
月
洛
け
遲
れ
.る
ど
云
.ぅ
：關
係
.が
生
^
が
ビ
し
て
.も
此
の
3£
ヶ
月
ど
云
ぅ 

確
宽
的
遽
れ
は
‘「

一.ー
變
數
の
.動
餘
の
.間
^
存
す
る
精
密
^
配
列
.ぜ
ら
れ
た
.る
時
»
的

の
で
あ
る
し(Mitchell'

。Bu
s
i
n
e
s
s

 

‘P, 

:
200
5
>故
^
他
の
時
陳
的
關
膝
^
於
て
如
^
之
ド
密
接
す
る
所
の
相 

關
係
數
.の
存
す
る
事
は
考
得
ら
.a'
-る
事
で
あ
つV

、：：

若

し

：數

箇

の

相

關

.

係
數
が
以
J1
の
如
.ぐ
規
：則
茈
し
ぎ
配
列
を
示 

3
ざ
る
場
合
R
は
.中
心
的
傾
向
^
稱
す
る
*
が
.出
來
な
い
か
ら
し
て
確
定
的
遲
れ
を
定
む
る
場
合
^
は
大
な
る
注
意 

•を
要
す
る
o
以
'上
0
款
明
ょ
办
し
て
鲥
な
る
が
如
く 

'
縱
无
一
&

»
が
^
の
紱
&

影
*
を
與
ぅ
る
が
如
き
事
あ
：る 

ビ
b
+て
基

の
_

の
時
間
的
關
係
ぬ
決
し
て
確
定
的
に
定
め
#'
る
‘
の

で

は

な

く

レ

て

其

の

影

響

ば

常

^

_

,

を

與 

ぺ
た
る
.級
數
の
前
後
^
或
'は
其
の
中
心
的
時
期
の
前
後
：に
«
が

れ

る

事

之

：で

あ

み

。
：
'

;

:

: 

,

.'
:

,

丨 

次
^
相
謝
係
數
を
跃
.て
因
果
關
係
を
說
明
し
得
る
や
の
問
題
.で
あ
る
0
ハ
惟
：ぅ

に

，
：
：|

變

數

が

他

の

變

數

の

常

^

事

前
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景

氟

變
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理
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究

に

龢

ず

る

蘇

計

上

の

承

爾

：

 

第

暴

 

一
a

六
.

k
於
て
，欒
動
1>
;
然
も
».
者
_の
關
係
的
變
化
を
.：测
寒
し
炫
る
結
粜
«
る
：
高

度

の

相

關

係

數

^
有

す

-5
::
事
5:
客
觀
的
に
黎 

明
し
得
た
.A
 v

ず
る
時
は
勢

s

前
者
を
a ；

翁

考
の

：

原
因
な
ら
ず
や
を
溉
到
す
る

の

誘
惑

R

p a

る
惧
が
あ

る

o

例

令

 

金
利
步
合
.？ r
般
事
業
指
數
ミ
を
比
■
し
た
る
結
果
前
者
が
常
^
後
者
k
對
じ
て

p

定
期
間
だ

け

先
行
し
て
變
動

し

 

然
も
變

動
の
度
合
が
+
PCO
fu
後
の
相
關
係
數
を
得
た
A
v
. 

S
ず
る
時
は
一
；見
金
利
步
合
?:
以
て
：一.般
事
業
狀
態
を
：變
 

動
せ
し
む
る
主
因
な
ヶ

S

■の
結
論
を
生
せ
し
め
易

さ
所
で
^-
る
..。

V.

然
b
乍

ら
■如斯張は

#
寬
す
る
R

「

箇
の
誘
惑
に
齋
な
い
の
で
あ
っ
セ
ス
單
^
表
商
^
與 

果
を
以
て
し
.て
#
く
稱
ベ
.
る

^,
は
何
等
.の
«
由
あ
$
ど
も
考
え
ら
れ
な
い
9
之
を
以
て
正
當
な
る
理
由
.あ
-

CN̂

す
る 

が
爲
め
に
は
#
く V

も
相
關
關
係
を
鞔
し
セ
：因
染
關
银
た
ら
し
む
る
所
の
；理
論
的
.課
明
を
附
加
す
る
事
を
宴
す
る
の 

で
あ
っ
て
若
b
之
故
為
に
於
て
は
次
の
，諸
«
に
於
て
非
雛
せ
.ら
る
る
理
；办
ぱ
充
分
存
す
る
の
で
&:
る
。

第
ー
或
る
級
數
が
常
化
他
：の
級
數
の
時
前
に
於
て
下
降
し
後
者
が
常
^
之

に
追
瓞

す

る

‘が
故
k

後
者
ば
前
者
の
結 

果
な
る
如
ぐ
見
ゆ
る
げ
れ
共
、：：若
し
、
後
者
の
變
化
率
が
前
者
を
支
.配
す
る
ど
せ
は
此
の
種
：の
關
係
は
全
く
破
壊
せ 

ら
る
る
。
例
令
ビ
ク
卩
敎
授
が
其
の
景
氣
變
動
理
論
中
^
於
て
生
產
材
產
業VJ

消
費
材
產
業
ど
何
れ
が

景
氣
の
變
動 

を
先
く
表
明
す
る
も
の
な
6
.や
を
論
じ
た
る
際
^
、「

：
：
消
費
材
商
品
^
對
す
る
需
要
は
總
量
に
於
て
增
加
し
っ
っ 

あ
る
も
其
の
增
加
；率
は
減
少
ず
る
。
生
產
林
^
對
す
る
需
要
量
は
消
費
材
の
需
要
率
^
依
存
す
る
も
の
な
る
が
故
化 

消
費
材
.の
，需
要
啬
0 '
減
少
ぜ
ざ
る
以
前
^
生
產
犲
の
需
耍
量(

絕
對
的)
は
減
少
す
る
。
故
^
好
景
氣
ょ
6
.不
景
氣
に 

至

る

.«
渡
期
.
:0
:箭
;'
0
は
消
«
材
の
汰
面
ょ
6
生
ず
る
け
れ
共
現
實
の
下
降
的
蓮
動
は
生
產
材
.の

方
面
に
最
初
に
.現
る

る
の
で
あ
る
。
し(Industrial 

Fluctuation 

p. 

1
0
3
. 

L
ond., 

T
S

7

 

ン

ゾ
第i

r
K廣
氣
變
動
の
.原
因
ば
前
述
.-せ
：
如
ぐ
：種
々
.の
.原

因
0
間
へ
に
循
環
的
關
係
を
有
す
，る
；も

め

で

あ

'フ
C
、.1

原 

因

ょ
.4
生

じ

た

：
.る
結
果
が
M

k
他
の
現
象
の
原
因
ど
.な
々
て
漸
次
把
波
及
，じ
遂
に
最
初
の
原
因
R
.
影

響

を

與

ぺ

て

經

濟

的

活

。動

カ

を

禀

進

的

^

增

大

せ

し

む

.る

も

の

な

る

が

故

^
歡

量

的

研

究

ょ

ぅ

し

，て

此

の

最

勒

の

原

因

を

捕

捉

せ

ん 

が
爲
め
ド
は
、
原
因
の
間
^
存
す
る
動
反
動
の
樣
姿
を
數
暈
的
^
相
示
す
る
所
あ
る
を
要
す
る
。，
然
る
^
相
關
係
數 

を
以
て
す
る
時
.の
遲
れ
或
は
先
行
は
單
R

一
 

變
數
が
他
の
變
動
の
時
前
或
は
時
後
^
變
動
す
る
所
謂
時
間
的
順
序
を 

,決
定
す
る
^
止

ま

つ

て

毫

も

動

反

動

す

.る

樣

姿

5:
.表
明
す
る
も
の
で
は
な
い
.
0

第
三
時
の
遲
れ
成
は
先
行
は
前
述
の
如
く
時
間
的
順
序
^
就
七
中
心
的
傾
向
を
表
明
す
る
も
の
な
る
が
故
^
、

一
 

變
數
が
他
の
變
數
R
及
ぼ
す
最
初
及
最
後
の
影
響
は
確
定
的
時
の
遲
れ
ビ
は
甚
し
く
異
る
も
の
k
し
て
、
绝
つ
て
何 

れ
が
原
因
で
あ
6
結

果

で

あ

：る

w

云
一
ふ
事.は

輕

k々
論

斷

す

，る

事

は

出

來

な

，
ぃ
。

敌
R

マ̂
チ
ュ
ル
の
如
き
^

「

相
關
係
數
が
如
何
斗
$
高
ゆ
ど
も
之
3:
以

て

原

因

結

果

の

關

；係

を

樹

0.
る
^
は
：充

分 

で
な
い
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ」

ど
し
て
ゐ
る(Businesi Cycle, 

the 

p
r
o
s
e
m 

a
n
d

 

its 

setting p
，
269)

如
w 
く 

論
し
來
る
^
0云
ぅ
^
相
關
縣
數
を
算
定
し
て
時
關
的
順
序
並
^
其
の
相
關
度
を
決
定
す
る
マ」

沄
ふ
事
は
理
論
的
硏
究 

に
對
し
て
は
、
景
氣
變
動
の
內
容
を
分
析
す
る
に
際
し
て
、
之
.
問̂

題

を

提

供

す

，る

か

或

は

單

な

を

-
證

明

材

料

ど 

な
る
に
過
な
い
.の
で
あ
つ
：て
積
極
的
に
.因
果
關
係
5:
樹
立
し
得
各
も
0
で
は
な
5
:0
'

:

然
る
R
景
氣
觀
測
或
は
事
業
豫
測
の
方
商
^
於
i:
は
相
關
係
數
の
.決
定
.は
某
石
的
重
奥
^
$:
.有
す
る
事
^
な
る
。
 

或
る
ブ
現
象
が
常
化
他
の
ー
：
現
象
の
ー一.

定
、時
間
前
^
生
起
し
然
も
其
の
關
係
的
變
化
.の
符
合
ず
る
度
合
が
頗
る
大
な 

る
事
が
客
觀
的
^
證
明
せ
ら
れ
た
み
^
す
る
^
前
者
の
發
生
妃
ょ
つ
て
多
少
ど
も
確
定
的
^
後
者
の
發
生
を
豫
測
す

€
-
•1
四

卷

(

八
三
五〕

.景
氣
變
動

.理
論
观

'洗
に

.；對
す
る

.統

.計

.上
'の
^
備 

• 

_
五
^

1

四
七
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囊

霊

論

稟
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す
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統

#
4
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釋 
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五
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S
八 

る

事

^
1#
名

.办
ら

，货

*
る

.
。
”'：
'
. - 

.

• 

• 

; 

* 

. 

• 

.
 

.

.

.

.

.

X 

-
 - 

- 

-• 

. 

. 

•.、
.
•
：
：
.

パ
：近
來
■
計
的
硏
究
が
理
論
的
硏
究
の
領
域
^
侵
入
せ
^

^

^
る
傾
向
あ
る
は
主
^
して

：一:

一
：
級

數

間

に

存

す

；
る

相

關 

度

の
#
密

欢

浴

分

折

：

§

研

究

の.結

集

で

あ̂
て

？
！
之̂
依
^
孓

未

斿

充.分

信

賴̂

る

妗

足

务

所

^
成

果

貪

擧

げ

て

は 

居
な
い
け
れ
典
、：，.唯
不
IE
確
激
^
視

察

宏

以

て

：來

る
.圖

表

の

硏

究̂
代
つ
.で
；客.觀

的

；̂

諸

輝

の

經

濟

活

動

の

動

さ

の 

土
^
表
れ
た
石
時
間
的
前
後
の
關
係
を
指
示
す
る
所
あ
る
は
現
論
的
硏
究
^
對

し

セ

冬

篥

要

な

る

寄

與

^

な

す

ル

の 

で

あ

る.
考̂

->
ら

れ

备

。
り

：

'
ぐ

.“

ッ
 

.

.

.

.
ベ
,
,.
フ

.■

. 

• 

• 
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r 

»
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' 

,
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:
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.
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• 

'
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i 

i

吾
人
は
前
章
^
於
允
時
間
級
數
扣
應
用
せ
.ら

れ

た

る

相

關

係

數

が

理

論

的

研

究

：忙
對

.し
て
#
す
る
«
の
®
要

性
^
 

就
て
.稍
.治

，完
牵
の.嫌

ば

あ
る
け
れ
：共
寒
の
；

_麗

_は
之
を_
か
^
じ
.た
#
£
,で
‘
あ

：
々

^

ゆ

相

關

係

数

を

用

a

て

種 

輝

の

經

濟

洁

動

、
の

動

：§

:
の
：上
^

*
す

る

關

係̂

明
^
し
：た

糸

材

料

は

本

邦
^
は
頗
.
る

尠

い

，
け

れ

共

、
，
景

氣

« 

の

發

達

せ

.
る

来

國

は

於

て

：：
は
：
可

威

代

览

積

し

七

ゐ

：
杏

0
7类

'
等

@
材

料

：̂

要

^

る

關

係

を

有

す

る

^.
:の
も

：窺

ぅ

は

輿

味.あ
'る
.：事
で
.あ
.る
.ミ
考

へ
.る

;0
^

否
か
を
.決
す
み
^
は
如
，何
：な
：る
檩
準
^
ょ
.厶
べ
&
:
.か
。
，
：
^

で
あ
づ
：で
_
>パ
自
的
：の
.如
何
^
ょ

づ

て

左

右

せ
.ら
れ
^
も

の

：
で

呔

な
4

^

景
氣
の
.變

動3:
'
象
徵
す
る
標
準
的
の
現
象
5:
.代
表
す
る
：も
の̂
る
«

る
現
象
釔
以
嗜
標
_
的
の
；も
0
寒
考
:5
,冬
か
.
S
R
:
:
ふ
，

K

气

；此
：9.
問
題
：が
眯
{'
0
:
;
1
!
^

理
論
上
1
: j 

:雛
問
題
1

る
9 

.
ヒ
グ)

l
k
:
'
於
■け
る
如
X
.
景

氣

變

動

：の
，
特

徵

的

:*
窣

を
 

も
の

客
し
；
.て

顧

訐

的

研

究

數

字
1
专

業
率
k
セ
ゐ
か
沒
或
.は
力
濟
策
^
夕
k
 

走
ホ
卜
.ス
-
仅
於
け
名
如
一
ぐ
；固

定

資

本

.

の
測
R
表
多
名
ん
.9
'e
l

u

i

.
0
0
0 

額
を
以
冗
涑
多
が
。
、或
は
多
數
の
理
論
家
が
認
め
る
如
く
價
袼
現
象
准
し
て
：物
價
指
數
に
之
を
求
む
る
か
"
頗

る
議
論
の
多
い
所
で
あ
る
o
,:
;!
v
v 

:
::
::「

へ
P

 

:
 

,

-
V

吾
人
は
玆
に
於
て
は
.

一

應
價
格
現
象
な
“

^
じv

標
準
的
數
字
を
物
價
指
數
e
す
る
。：.今
日
の
流
通
經
濟
社
會
R 

於
て
は一

切
：の
現
象
が
價
格
ボ
交
渉
を
有
す
る
。：.

1

現

象

：
の

變

化

が
.結
局
^
於
セ
價
格
の
變
動
を
#
-.
5

:か
或
ひ

说

，
 

價
格
の
洳
仅
於
け
る
變
動
が
他
の
現
象
此
影
響
す
る
か
で
あ
つ
て
、

1
'切
の
現
象
が
.價
格
現
象
ド
還
元
せ
ら
れ
、
說 

明
せ
ら
れ
る
ド
-1
て
大
邋
な
し
ど
考
へ
-5
、
.景
氣
變
動
が
價
格
.或
は
4
般

物

價

せ

密

接

な

.る

關

係

を

有

す

る

事

は

勿 

論
云
ふ
を
待
な
い
所
で
あ
る
。
：>
.ャ
グ
ラ
'丨
は
恐
懢
.を
以
て「

物
價
騰
貴
の
停
止」

C
,
A

 

Brief History 

of Panics 

in 

the 

United 

states- p. 
2
0

な
’
6 

VJ

し

、

、
、
、
ッ

チ

モ

声

は

最

氣

變

動

を

以

て

價

格

蓮

動

•に

密

着

せ

：る

も

の

V

し
、
 

0
.*tous.ifl;ess. 

Cycles 

. 

;p,.750-57

oo>

ア
ブ
：タ
リ
ヨ
ゾ
ー
は
生
產
の
韻
律
的
.蓮

動

：を

價

格

の

：韻

律

的

連

動

を

以

て

說

明 

し

、

(Les: 

c

r-r
s 
咕
-3
:
0爱

麗 

de 

surfjrodlictiolv.

<-
0
1. II,‘ p

p
.
: 

3
«
-41

1〕

ダ
エ
ブ
彳
レ
ン
は

「

恐
«
、不
況
、沈
滯
、投 

.機
、，
繁
®
等
の
各
時
猶
^
生
す
る
■
:
:

:
眞
の
.源
は
價
格
の
擬
亂
で
あ
る」

。(T
K
e
o
r
y

 

of Busihess Enterprise, p. 

】

00
0

¥
如
斯
c
考
.ぺ
ら
れ：

て
は
，̂
る
け
れ
共
、'
果
し
て
物
價
が
景
氣
の
_
動
^
就
て
其
の
振
幅
な
-
0或
は
時
間
的
關
. 

係
を
班
猶
化
反
影
す
5
か
.否
，か
.は
尙
疑
.間
ビ
.せ

ら

る

多

所

が

あ

：る
、の

«
あ
づ
：セ
之
に
就
^
從
何
れ
稿
を
改
む
:-
5
事
ゼ 

す
る
。、
只
目
下
.の
所
之
k
>b
肩
す
.ベ
き
適
當
な
る
.：材
料
を
有
せ
ざ
^

#

の
重
要
な
：る
.理
由
と
.b
て
物
價
指
數
を 

選
定
し
^
の
.で
あ
る
。
 

^

，•
.偵
格
現
象
を
中
心
^
し
て
多
數
の
經
濟
現
象
の
繼
起
の
時
間
的
差
を
決
定
.じ
た
る
も
の
'は
、
^
丨
バ
ー
ト
の
事
業

第
二
十
四
卷
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八
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動
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豫
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始
者
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敎
授
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頗
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:壶

则

者

k

於
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、
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•

ア

ド

/

t

並

k

勞

働

局

の

指

數

も
の
ブ

ふ
;1
>
め
て
此
較
の
*
礎̂

し
後
者
は
一
九
〇
三—

ー：，九
ー̂

年̂

至
る
ズ
ラ

ッ

ト

ス

ト

y

丨

ト

の

指

數

を

以

 

て
し
，て
ゐ
る
又
前
者
^
於
て
は
年
々
の
材
料
を
用
ひ
後
者
に
於
で
は
月
々
の
：材
料
? :

'

用
ぅ
、
言
ふ
迄
も
な
く

%
!
! 

せ
ら
る
■る
級
數
^
就
て
は
傾
向
値
必
要
な
る
場
.合
^
は
泰
節
的
變
動
.を
除
去
し
：て
ゐ
る
。，

.

物
價
指
數

S

時
的
麗

£

て
.表
れ
2

S
は

、
.

年

々

の

材

料S

て
は
.

r

變

總

收
入

，
r

は

、

九

四

五

鐡

首

 

純

收

入r
は

、

八

六

ニ

石

炭

產

額

r

は
、
九
三一

輸
出
額
、
七
八
三
輸
入
額
、
八
六

一
銑
鐡
產
額
、
七
五

六

銑

鐵

價

 

格
、
七
六
1
1ー、
'移
民
、
七
八
九(

犷
.は
全
部
进)

之
U

材
料
S

V

.
見
S

、
先
鐵
s

s

s

k

.於
f

物
價
指
數
高
時
的
證
ど
し
て
、係
數
、ヒ 

七
を
示
し
て
ゐ
る
。
又
々
ン
セ
ン
の
研
究
5

て
見
るA

c
y

c
l

e

 

o

f
 

(
p

l
e

n
t

y

 

a
n

d

 

d
e

p
r

e
s

s
i

o
n

:

 

i
n

 

the 

u
n

i

 

S
t

a
t

e
s

,

 

G
r

e
a

t

 

B
r

i
t

a
i

n

 

I

 

G
e

r
m

l

 

1

9

2

1

〕

鐡

道

總

收

入

は

物

價

指

數

ビ

同

月

的

現

象

£

て

^

は

+

、

八

五

七

 

を
示
し
て
S

?

A

V
、
物
價
I

f

貨

物

移

動

s

密

接

例

塞

I

動
す
る
の 

關
係
^
立
つ
事
そ
知
る
事
が
出
來
る
。
鐵
道
純
收
入
は
同
年
的
現
象
^
し
て
約
六
ヶ
月
遲
れ(

ハ
ン
セ
ン〕

.
1ょ
疋
四 

七
三
、：：：魏
鐡
產
額
は
、：'

'

.

物
儐
£
 

i
一
 
ヶ
月
の
先
行
代
し
皇
，
七
五
.货

1

5

.

.

X

JH
■
七
.九
七V.

輸

入

額

は

ニ

ケ

月

先

行

は

て

正

.、

.

.
七

 

九

Q
五

へ

ン々.

セ

ン

0

移

民

は
.

同
月
.的
現
象
ど
し
て
正
：

..,

六

九

六

を

示

し

て
ゐ

.る
。

物
價
指
ic
R
對

し
.てr

年
間
先
行
す
る
も
'の

は
紐
育
株
式
取
引
取
所̂

於
け
る
取
引
高
正
、
四
七
〇
同
平
均
慑
格 

正
、

八
ニ
六
織
正
せ
ら
れ
た
る
交
換
指
數(

註
交
換
指
數
に
對
し
て
影
響
す
る
三
箇
即
ち
;
事
業
量
一
一
'
物
價
ー
ー'I、

創 

設
信
用
の
中
物
價
の
影
響
を
除
去
す
る
爲
め
に
、各
相
當
年
度
の
物
價
指
數
^
て
除
し
た
る
も
の〕
正
、八
五
—.
'
1、新
規 

鐡
道
哩
數
正
、
五

七
ニ
、百
分
率
事
業
失
敗
數
負
、
六
五
三
を
示
し
て
.ゐ
る
。

月
々
の
數
字
に
就
て
見
る
^
、
細
育
株
式
取
引
所
の
取
'引
高
は
十
ニ
ヶ
月
の
先
行
^
て
正
'
\四
四
は
前
者
(1
'
可
成 

ぅ
の
符
合
を
示
し
て
ゐ
る
。
交
換
高
は
紐
育
市
內
及
市
外
^
於
て
異
6
前
者
ば
六
ヶ
月
.，の
先
行
に
て
疋
、
六
〇
後
者 

は
ニ
ヶ
.月
.の
.先
行
に
て
正
、
七
〇
を
示
す
。
事
業
失
敗
數
は
ニ
ヶ
月
先
行
し
て
負
、
六
七
を
示
し
て
ゐ
る
。
其
の
他 

'ニ
：
〇

爾
の
鐵
道
株
價
格
は
エ
業
株
價
格
ど
.共

^
十
ヶ
月
先
.行
に
て
正
、
七
ガ
、
IE
、六
：

n
r

一一
 
十
箇
の
都
市
に
於
て
許 

可
せ
ら
れ
た
る
建
築
物
價
格
六
ヶ
月
也
行
^
て
IE
.、
六
一
を
示
し
て
：
ぬ
■

。
：
'
. 

;

, '
:
.
'

.

.此
の
外
物
價
k

®
る
る
現
象
€
し
て
は
紐
育
市
中
諸
銀
行
ゆ
準
«.
金
..| 

f

れ
！

f

後
作V

,

觸
七
八
同
鈒
行
貨
付
高
四 

ヶ
月
負
？
六
七
、
四
丄c

ヶ

月

手

形

利

率

四

：ダ
月

'正
：、

八

0又

->
.\

セ
ン
.の
#

働
銃
計
局
の
指
數
に
於
て
は
輸
出
高 

は
四
グ
月
後
れ
て
正
ヶ
七
芄
ル
商
業
手
形
利
率
五
ヶ̂

:

^

.

ノ

物

價

を

中

心
S
す
る
如
斯
&
諸
.現
象
の
時
間
的
關
#.
:
は
«
濟
的
^
發
達
の
.
既
5:
氣
^
す
る
か
或
は
特
殊
の
經
濟 

畋
制
度
の
發
達
或
退
步
を
示
しV

ゐ
る
社
#:
-に
於
て
.異
る
の
灰
な
.£
>
ず
、
-:
:
'同
.：一
.社
會
^

從
つ
て
多
少
變
化
せ
ら
る
る
も
：の
；で
あ
る
。
' 又
'如
斯
さ
係
數
の
羅
列
は
.：

f;

見
頗
か
：無
味
乾
懷
で
あ
つ
て
圖
表
上
の
硏 

究
の
方
•か
ょ
6
明
瞭
な
る
印
象
5:
興
ぅ
'る
如
く
て
あ
_る
け
れ
共
_長
期
間
に
#
^
變
數
間
の
平
均
的
關
係
に
就
て
は

第
二
十
pH
卷

(

八
！

11 :

九
0

景
氣
變
動
.理
論
现
究
に
對
す
ゲ
紘
計
上
の
.準
歡
：

.
•
五

號

1

瓦
一



笫

ニ

十

四

卷(

八
四
0)

景
氣
變
動
理
論
研
究
に
對

.す
る
较
針
上
の
準
1 

第

五

號

-r
J:
一

ょ
6
芷
確
に
乙
.て
簡
單
な
る
方
法
で
あ
る
。

：

 

.
'

■
 

'
•
ヒ
ク
ー
敎
授
も
述
べ
た
る
如
く
、
景
氣
の
變
動
の
原
因
は
例
令
燐
寸
を
以
て
點
火
す
る
如
さ
も
の
で
其
の
火
力
の 

大
少
を
決
す
る
も
の
は
其
の
周
圍
^
存
す
る
燃
燒
物
の
質
、
及
量
^
依
存
す
る
も
.の
.で
あ
る
。
而
し
て
其
の
燃
曉
物 

の
狀
態
^
就
て
は
或
る
程
度
迄
同
樣
な
る
事
を
認
め
得
る
が
故
^
、
特
殊
的
景
氣
變
動
^
對
し
て
の
み
な
ら
す
一
般 

的
の
3?
贫
變
1/
^

^
し
て
も
分
ず
的
^

#
究
す
る
事
が
出
來
る
。(Industrial 

Fluctuations 

p. 

8
)

1
12
的
^
氣
の 

變
動
の
研
‘究
R
對
し
て
標
準
偏
倚
或
は
相
關
係
數
1
用
ぅ
る
^
際
し
て
一
定
の
测
定
せ
ら
れ
た
る
結
果
^
就
1
其
の 

测
定
の
手
續
或
は
結
果
の
意
義
^
關
し
て
芷
當
な
る
解
釋
を
付
す
る
時
は
不
芷
確
な
る
視
察
に
代
つ
て
无
分
其
の
効 

用
を
發
探
す
f

の
で
あ
る
蒸
へ
る
。
然
し
乍
ら
特
殊
的
窘
景
氣
S

醫

？

其
の
內
容
を
分
析
す
る
場
合

^
は
當
然
圖
表
並
び

^
諸
種
の
報
鐵
^
對
し
て
充
分
精
密
な
る
觀
察
^
遂
け
る
事
を
必
要
ど
す
る
の
は
敢
て
言
を
待 

なS

所
で
あ
る
。
‘
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